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-原著

ポリプロピレンメッシュを用いた
犬の会陰ヘルニアに対する新しい整復術

A New Surgical Technique Using Polypropylene Mesh for 

Repair of Perineal Hemia in Oogs 

二三品 美夏1l 渡辺俊文1)

Mika MISHINA') and Toshifumi WATANABE
'
) 

1) Velerinw:l' Te口chingHospilal. Azabll Unil'crsily， 1-17-71 FlIchinobe， ChllOll-kll， Sagamihara， Kanag日¥¥'a252-0206， J(，ψ印 l

SUMMARY: A new surgical technique for perineal hernia was d巳signedusing polypropylen巴(PP)mesh and was巴val-

uat巳din 30 dogs diagnos巴dwith perin巴alhernia. This t巴chniquewas applicabl巴 inall cases I巳E訂正llessof the size or 

condition of th巳 herniasand did not caus巴 anys巴verepostoperative complications. H巴rl11al'巳cun巴din two dogs within 

ay巴araft巴l'the surgery but was successfully repaired by r巴 fixationof the PP m巴sh.In th巴other28 cases. thc outcome 

was favorable without recurr巴ncefor more than on巴 yearaft巴l'the surg巴ry. Th巳s巴 resultsindicate that th巴t巳chniqueis 

V巴ryuseful for repair of perineal hernia 

Key words: dog， perineal h巳rnia，polypropylene m巳sh

要約 会陰へ/レニアと診断された犬30Ji十秒IJ に刻して、新たに考決した;j~ リ プロヒ。 レンメッシJ ュ (PP メッシュ)を}刊し\

/と会陰ヘルニア修復術を行 った。木材、I式は万iて秒;IJ(j)大きさや会1;会ヘルニアの状態にWJわらず、全Jl'i"例において実施可能

で、術後に1[(;iむな合(JiJ!lごは忍められなかった。術後1{1ニ以内に30例IIJ2 Jl'i'WIJ e' jI} iieが見られたが、 PPメッシュのjlTlilil

定によって修復が可能であった。 28h引日jは、術後 1年以|二TlJ 発もなく 11民間(こ経過した。木市I ，i式は、 会陰ヘルニア~~ií変

に有!FJI:tが民jし、ことが示唆された。

キーワード 犬，会|生ヘルニア，ポリプロ ピレンメッシュ

はじめに

犬の会陰へノレニアは、会陰音Ijを構成する筋肉

群の萎縮により直腸の支持が失われ、その結果、

直腸が後方に変位や蛇行をすることによって糞

塊が停制し、排便障害を生じる疾患であるc 会

陰ヘノレニアの症状は、軽度では会陰部の)]l!l:}]長、し

ぶりや便秘、排便痛などがみられる。重篤にな

ると 11釦lJl:の脱出による排尿障害、 JJ易の絞imによ

るショックなど緊急を要する場合もあり、その

;丙I忘は拍}々である O

1)府、ギfi大学I;(t原動物J丙1:完(〒252-5201 ttl';;¥'i! 11 県和トト5~ Jjil Tl ï 【 1-1

.0" 12'>淵出f-jZl1-17-71)

豆:N1:1 201 0'f.8):] 4 1: 1 之Jll'1:1 2010"1ニ11!'J 12日
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会陰へ/レニアの治療には、外科的修復が推奨

される。現在までに外!l工門括約筋、内閉鎖筋、 11工

門挙筋、尾骨筋を縫合する基木的へノレニア整復

術l可 13)、内閉鎖筋転位Wro，り， 15) 、 tì~投筋転位骨子 12 句

16)、半!l建主主ii!ii!S1l'{ 11日4)、jち革i1ill英をJ'Flし、た骨.ti!主I塙!l莫

再建利子14)、浅殿筋IIS位術と内閉鎖筋転位術の併

用法5)、人工物を補填する方法11τ13)などが報告さ

れている。しかし、筋肉の萎縮が重篤な症例で

は整復が|盃 Dïíí~なだけでなく、桁後の再発が多い

など手術成績は卜分とはいえないのが現状であ

るC

今回、医療用のポリプロピレンメッシュを用

いた新たな会陰ヘルニア修復法について、麻布

大学附属動物病院に来院した会陰ヘルニアの犬

30例に実施し、その有JrJ性を検討した。
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Fig. 1. Skclctal ll10d巳1dCll10nstr呂tionol'slIrgical procedurcs for pcrineal hcrnia rcpair lIsing polypropylcnc (PP) l1lcsh、

日 Afterclevating thc intcrnal obturator l1111sclc， inscrt thc newly deviscd tool (‘，，) throllgh thc right and left obturator foral11in<l、vitb

日slltllrcplaccd in the holc at the tip. b. Rctract th巴dcviccwhilc lcaving thc sllture in thc foral11ina. Tie th巳suturccnd tightly to tbc 

tip 01'日 cathcter.PlIll thc slltllrc to inscrt thc catheter into the fOl日日11n乱 c. Folcl a PP l1lcsh (女)1日toaccorclion plcats ancl insert its 

巴ndinto thc cathct巴r.Plac巳日 slltureto lix th巳 111巳shto the cath巳ter.Pllll thc cathetcr to inscrt thc PP l11csh thrOlll!h thc f'oral11illa. d 

Using PP SlIturcS‘fix both巳nds01' th巴PP111巳shbctw巳cnthc articlllar processcs of' the first and second callclal vcrt巳brae

材料と方法

今回検問 した症例は、 2008{jニ l 月 ~2009ir:: 3 月 に麻

布大学ド付属動物病院に来院し、会 1;会へノレニアと 惨 IJ~r

されたMt犬30例(未;去勢23{yIJ、5LJ勢7仔IJ)であったo

:J lí~ 例の，W:J TÆの内訳は、ミニチュア・ダックスプンド

12例、ワェノレッシュ・コーギ~6例、雑種4.f9íJ 、ピー

クソレ2例、シェットランド・シープドック、柴犬、

シーズー、ヨークシャー・テリア、ミニチュア.1:::"

ンシャ一、 バピヨンが各 i 例であった。 年齢は6~13

7岩(平均9.0土 2.1 歳)、 {~~ lTI(は2.2~2 1.5 kg (平均8.5

土4.1kg) であった。 三i三な症状は会陰~~:fj の JJ重 JJ長、排

便i孟l班、脱JJJさらに排尿困難で、あり、片側性と診断

されたのは30jiL~ 例 1: 1コ l 例のみで、 29{秒伊例夕列列'IJは阿4制仰側[IJ叶川!リ小川j上川dイ性l

あつたO また、 rrliîイ象形 I~)Î' J二 で、!日:j'JJ光やrìíj ユJ.: }日'J~、小JJ易の

f去 っj7JJt~I:U が守忍めらhる mJli~ Jif0) ~.高 い j.lí~ {タ(IJ が、 3OJ.iY: 例

に1:J 9 {yIJ含 まれていた。 30 ;rJi~ 例 1:1 ・'，HyIJ は、以前に他院

にて会陰ヘルニアYí~1U術を行ったものの、 l:q::.以内

にTl日Eがf忍められた症例であった。

麻酔は、 l流目安アトロピン (0.025mg/kg) を前投

与 した後、 プロポブオーノレ (6mg/l王g) の'f'((r}派投与

で]淳入し、イソフノレレンにて~，H~持した。麻酔が安定

した後、症例をジャックブイフ位に保定し、 尾はやl干

古1)に触れないように前方に回定した。 fホI前処曜とし

て直腸に1mまった使やJJ工門誕Hi'Wi肢を 1-分排出さ

せたが、}j工門閉鎖は行わなかった。 術部は、 j背部か

ら会i重苦j)、J主の付け根まで毛メIjりを行い、 定法jj]り

クロルヘキシジングルコン般塩波にて洗河ト後、イソ

プロピルアルコーノレ、ポピ ドン・ヨードの}I闘に消訴

を行った後、 N~水性のサージカノレドレーフにて覆っ
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Fig.2. Surgic日1instrlll11Cnts for inscrting a polypropylcn巳(PP)I11csh in the obturator foral11ina 

Thc devicc is sil11ilar to 3n ancurySI11 ncedle bllt h日sa U-sh日pedtip日nd日日日ngl巳dshaft 10 !ll through thc obturatol 

foral11ina. W巴designcdtwo typcs oCtips: 3 Clll for slllall brccc!s 3nc! 5 Clll Cor largc bl巳cds

たc

今 1m考案した会|注へノレニア iH~1î[術を Fig. 1 (こ示 し

た。まず、内閉鎖筋転移術と|青]慌のアプローチによ

り、!日:門左右の会陰の皮)r，~i を尾根7:':1\ より ~I:':骨 に|何

かつて切 1~ I:j した。次に左右!の内閉鎖筋を、その7出始

から骨!践を含めて ~l~:'i守 の毘1Jl1出家 よりメスおよび

宵1英景Ijp.i!i子 を)二I:Jいて内閉鎖iUiが立 ら」二がる程度に

~'Ili性に号IJillíí し、 閉鎖干しを t'\t1.1:1させた C その後、 ポ リ

ブ。ロヒ。レンメッ、ンュ (PROLENE80ft Meshゆ、、ジョ

ンソン・エンド・ジョンソン株式会社，東京、以下

PPメッシュ)を閉鎖孔にiiTIi品させるために若者ーら

が作製した器具 (キリカン洋行.東京) (Fig. 2) を

用い、アコーデイオン様に縦に折りたたんだIIJ~\7.6

cm、長さ 15cmのPPメッシュを右の閉鎖干しから JI心

骨の!l釘JlIjを通し、左の閉鎖孔まで通過させた (Fig.

1-a，b，c)。閉鎖孔を通過させたPPメッシュは、閉鎖

干しの I!JTI~に合わせるように折りたたんだ部分を広げ、

両端を上方に牽引し、左右対称になるように長さを

調節した。 PPメッシコの片一方的出品を1-0のポリプロ

ピレン糸 (PROLENE(li'，ジョンソン・エンド・ジョ

ンソン株式会主|二，京Jt~) を用いて同似Ijの第1 、 2尾惟

の閲Wi突起II，ijに固定'した後、 PPメッシュの対1)[lj断

立liiiを緩みが?!日く、かっ過度な緊張がかからない程度

に翠引 し、 同様に151定した (Fig目 l-d，3-a) 。その

後、 3-0のポ リプロピレン糸をmいて切1m部の皮|ご

組織と広げたPPメッシュを!lI[lIHllij3箇所 と外側3缶i

所に縫合 し (Fig.3-b)、岡山Ijのへノレニア孔を同時に

修復した。皮下組織と PPメッシュの縫合の|捺には、

CJJlmj!':I¥の!lII，II:Ji!lljと外illlJを」二、 仁|コ、 Fの1/3を皮|ご組

織から一ー イm真皮まで、大きく縫合~H をかけるように

社L24:した。これによって、 It1住と閉弘ミ干しによって上

下に固定されたPPメッシュの位置まで!l工門を戻す

ことができた。手術 1=1=1 は生JÆ食j:íS'~水で、一卜分に科、rM\の

i先仲 を行 った。皮膚はナイロン糸 (Monosof!I)‘コ

グィディエンジャパン株式会社，東京)にて縫合 し

た。

症{タI-IJが去勢されていない場合には、去勢桁を同11寺

に行った。また!Hj !l光や f!JÍj立 I1泉、小!助の後方JJS~tU が認

められた]JV立の症例に対しては、開腹手術を会l注ヘ

ノレニアij;き復術先ユうって行い、変位した臓器を!l夏l庄内

に戻 した後、精管固定やlij'や直腸固定術を併用するこ

とにより IJ般若島を国定した。

周術管:1.'.:1二として、1O ~14 日 間の広域スペクトラ

ム J先生白Ijの J支与、さらに府管J~HにはÝì~石目安ブ卜/レ
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Fig.3. Surgical repair of perineal hernia 山 ngpolypropylene (PP) mesh 

a. After il1serting a PP Illesh throllgh the obturator foramina and adjllsting its length and te日sion.lhe l1lesh was lixed between the 

processes ot、theflrst and second calldal vertebrae.※ indicates the coccygeal Illllscle. b. Additionally， the PP mesh was fixed to the 

slIbclltaneolls tisslles at six sites 011 the anal and lateral sides. The PP Illesh was tixed bilaterally， and the figllre shows the fixed PP Illesh 

on the left sid巴.

ファノール(スタドーノレ，ブリストノレ・マイヤーズ

株式会社，東京)0.1 ~0.2 mg/kgの投与を術後1~2

日間行った。なお、術後努責による直腸脱を予防す

るため手術l直後にfl工門の11]着縫合を行い、翌日解除

することとした。

追跡調査として術後1~1 以内の再発の有無を確認

した。

成績

木術式は、症例の大きさや会陰ヘノレニアの程度、

再手術の有無に関わらず令症例で実施可能であっ

た。 ppメッ、ンュは犬の休格に関わらず、 11女の使用

で整復が可能で、あった。 ppメッシュを閉鎖孔に通

過させるために用いた器具は、体重でおよそ5kg以

上の犬では先端の大きな器具をj目し、る必要があっ

た (Fig.2)。

術後2 日目 以降にや，~音1\ の!J重脹がみられたが、 一過

性であり、プレドニゾロン1mg/kgを 1~2 日間 1 日 1

回投与する ことによって対処可能であった。また約

1週間は適宜摘使処置が必要な症例もあったが、そ

の後、全例で排便は良好となった。排尿障害があっ

た症例では、術後翌|司より自力排尿可能となった。

その他、感染や排尿障害、政行といった重篤な術後

合併症は全症例において認められなかった。

*術式による術後再発は、 3ヵ月以内にミニチュ

ア ・ダック スプン ドの2例で確認されたが、同症例

とも重症度が高い症例であった。再発の原因は、 pp

メッシュと毘椎の関節突起聞に固定した縫合糸の

外れ、もしくは皮下組織との縫合部の緩みで、あっ

た。再手術後の再発は2例とも認められなかった。

また残りの28症例は、 1年を経過した時点で再発は

なく、 良好に経過している。

考 察

会陰へノレニアの外科的修復では、へ/レニア嚢内に

脱出した臓器の還納と骨盤隔膜の再建が重要視さ

れる。これまで数々の会陰へノレニア修復術が考案さ

れているが、各術式の予後成績は0~46% と報告に

よって様々である3，4， 6~9 ， 13， 16)。この浬由 として、報

告されている症例数や追跡調査期間が異なる こと

が一因と推測でき る。また、会陰ヘノレニアの重症度

の差異が予後成績に大きく関わる可能性がある。例

えば内閉鎖筋転位術であれば、内閉鎖筋の萎縮が軽

度な症例で実施すれば、再発率は低くなると推察さ

れる。しかし我々が手術を行った症例の中には、内

閉鎖筋の萎縮が重度なものが多く存在 した。すでに

萎縮が進んでいる筋肉を使用したへ/レニア孔を閉

鎖し、 後骨盤隔膜の再建では、再発の危険性が高く
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なるつまた111出!ヴm叫が!日;に縫合するゴ二失をしても、強

度のl:g'J題は改;普されないと思われるロSzabo131らも、

住者 らと 間保ppメッシュをmし、た会陰へノレニア修

復術を報管 しているのしかし、 ppメッシュは転移

した内 閉鎖1iZ にお&~ま して補強する目的でイ吏刑され

ている ため、縫合する さヒ{料開lの組織強度が弱けれ

ば、会1;会ヘルニアの病態は改善しないことが予想 さ

れる。また小型犬やミニチュア・ダックスアンド、

ウエ/レッシュ・コーギーのような犬障の場合 に

は、内閉鎖的を来iJ離して縫合する際に卜分な大きさ

を確保できない場合も多く、さらに再発症例ではす

でに内閉鎖筋の~~IJliiíi が行われているためにヘルニ

アを開銀けるのに十分な強度を保 てないことも 問

題となるc

これらの問題点を解決するために、著者らは萎縮

した筋肉を刑し¥ない独自の手WfJ'J法を考案し、 30例

の会陰ヘルニア症例に実胞した。その結果、特記す

べき合 {)í:).fl:~ もなく良好に経過し、従来の方法で手術

を行った杭例に比べても 1'1~ 売率は低いことが 1i'(i[ 1iJ3、

された。良好な午後成績が得 られた五HI:Iヨとして以下

の2点が主主けやらj乞る。 1)PPメッシュを閉鎖守しに通

し、)主 Hf~の関節突起 I ':\'J に縫合することにより PP

メッシュ iJ\!日JI卜]挙協と解背IJ 学的に I~J慌の位世に直

!尚一を挟む形で、|宙定 されたこと、 2) 尾i'ii:と閉鎖孔に

よって上下に回;むされたPPメッシュと特に!日 IllJilliJ

の皮下組織の6力研ーを強回に縫合することによって

後方に移動した!日:門を正常な位躍に戻すことがで

きたこと、 である。この点が、 PPメッシュをイ史 ;:j~

したSzabol31らの報告二とは54なる。

症例に応じて、ネrIiD)J的手術として結!J易固定1，1、]'10)

や精管 I~l 定1+[2 1を l併用 した。 これは山政持品を可能な|浪

り 正常なイ立 U~!:に戻して、再発をできるだけ予防する

ためのづ'j'y:広ーである。こに考当ミしたや|干空Uこ有!iD)JI'i'-J三F

科、]を例用することにより、主計芝をさらに11在実に行え

fこす[能性|ニがある。

再発は30例 Iキ12例 (6.7%) に:忍めらh 原因

は、いずれもPPメッシュの縫合部の緩みや外れで

あり、 rJ手術iこより nlfi例とも修復することが可能で

あった。 縫合青1¥が緩んでしまった原|勾としては、 尾

~ íí:への 1~I Jl:の犬:Hl:や皮下組織への糸のかけ方が不

ト分であっ た可fiE性が挙げられる。 再手術1I寺にはこ

れらの可能性を考慮し、皮 F組織から耳皮組織によ

り大きくをiーをかけてppメッシュと 固定す る、 尾椛に

は糸を二1m:にかける等によって再発防止に針めた。

また、木利子式を実施するには、 PPメッシュを閉鎖

孔に通過させる特殊な器具が必要になるものの、既

存の目立J!Vf癌;iH等でも形状を工決すれば代)目が可能

であり、施設に限らず実胞できる術式である。

以上のことから、 木術式は手有n朋jeJ升引?子刊'1性l
ニアf主笠;乏2訂1復亙ブ方7法でで、あることが示l唆安されたO

木やi正式(土、人工物を}目いてnlii帆IJをi百]11寺に自主役一寸る

方法であるため、片側七iミの軽度な会陰ヘルニアで

あって従来法で十分に整復できる場合には、その必

要性は低いと思われる。しかし、阿似IJ性もしくは片

側性であっても、すでに内閉鎖的、)毛'1号筒、 111111]挙

筋なとγ)1ij'jI夫]~l-Y:が i目立に萎縮し、従来の方法では修

復が困難で、あることがヱ予測される症例や重症度の

高い症例、 11引JlIJヘルニアも合併している症例、 再発

症例などに刻しては、 有J:FJ tlêが l~llJ し\と考えられた。
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